
＊
本
年
度
第
３５
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２２
日
（土
）午
後
６
時
か
ら
で
す
。
ご
予
定
く
だ
さ
い
。
８
月
に
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旭
川
市
を
代
表
し

て
、
西
川
市
長
の
代
理
と
し
て
高
瀬
善
朗

副
市
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
谷
龍

一
郎
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭
の
音

頭
で
、
会
場
に
集
ま
っ
た
全
て
の
参
加
者

は
、
旭
川
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
い
、

杯
を
上
げ
ま
し
た
。

中
央
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
旬
の
食
材
を
活

か
し
た
豪
華
な
料
理
が
並
び
、
恒
例
の
旭

川
ラ
ー
メ
ン
屋
台
コ
ー
ナ
ー
や
郷
土
物
産

即
売
会
は
昨
年
同
様
の
大
人
気
。
お
酒
を

飲
み
、
旭
川
市
か
ら
提
供
の
じ
ゃ
が
い
も

や
か
ぼ
ち
ゃ
の
料
理
に
も
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
自
然
と
会
話
も
は
ず
み
ま
す
。
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
周

り
に
は
自
然
に
人
が
集
ま
り
、
紹
介
し
合

っ
た
り
、
市
の
関
係
者
と
話
が
は
ず
ん
だ

り
、
と
交
流
が
進
み
ま
す
。
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【
総
会
】

午
後
六
時
、
司
会
を
務
め
る

一

加
藤
桂
子
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
後
、
横

一

田
茂
副
会
長
が
議
長
と
な
り
、
議
案
審
議

一

に
入
り
ま
し
た
。
「平
成
二
十

一
年
度
事

一

業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
」
（
第

一
号
議

一

案
）
、
「平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
並
び

一

に
予
算
案
」
、
「会
則

一
部
改
定
」
（
第
四

一

号
議
案
）
に
つ
い
て
の
報
告
、
確
認
が
あ

一

り
ま
し
た
。
次
に

「
会
長

ｏ
監
事
の
選

一

任
」
（
第
三
号
議
案
）
に
入
り
、
原
公
朗

一

会
長
代
行
が
、
大
き
な
拍
手
の
下
、
満
場

一

一
致
に
て
、
正
式
に
東
京
旭
川
会
第
四
代

一

目
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
議
事

一

は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一

【
懇
親
会
】

懇
親
会
は
、
松
原
愛
幹
事

一

の
司
会
で
始
ま
り
、
大
き
な
拍
手
の
中
で
、
一

来
賓
入
場
と
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
続

一

い
て
、
原
公
朗
新
会
長
が
力
強
く
挨
拶
。

一

（そ
の
内
容
は
、
原
新
会
長
か
ら
の
メ
ッ

一

セ
ー
ジ
と
し
て
、
下
記
に
ま
と
め
ま
し
た

¨

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
）
ま
た
、
原
会
長
か

一

ら
幹
事
全
員
が
壇
上
に
呼
ば
れ
、
こ
の
メ

一

ン
バ
ー
で
東
京
旭
川
会
を
よ
り
よ
い
会
に

一

し
て
ま
い
り
ま
す
と
壇
上
か
ら
挨
拶
が
あ

一

そ
の
後
、
「在
京
の
高
校
同
窓
会
紹
介
」

が
始
ま
り
、
河
原
惟
臣
副
会
長
が
出
身
校

で
あ
る
旭
川
北
高
の
こ
れ
ま
で
の
東
京
に

お
け
る
活
動
状
況
を
報
告
し
た
後
、
壇
上

に
上
が
っ
た
２０
数
名
の
同
窓
生
の
方
々
が
、

声
を
そ
ろ
え
て
校
歌
を
歌
い
、
会
場
か
ら

拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
井
尚
美
幹
事
の
掛
け
声
で
、

毎
年
恒
例
の
空
く
じ
な
し
の
大
抽
選
会
が

始
ま
り
、
今
年
も
拍
選
番
号
が
発
表
さ
れ

る
た
び
に
、
歓
声
が
聞
こ
え
、
笑
顔
、
拍

手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

午
後
８
時
、
河
原
惟
臣
副
会
長
の
発
声

に
よ
る
中
締
め
で
終
宴
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
旭
川
市
か
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
入
っ
た
土
産
袋
を
手
に
、
ま
た
翌
年

の
再
会
を
約
し
、
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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＝
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「東
京
旭
川
会
」
の
懇
談
会
に
お
け
る

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「旭
川
市
の
観
光
を

考
え
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
旭
川
市
か

ら
高
瀬
副
市
長
を
は
じ
め
経
済
観
光
部
長
、

主
査
、
市
議
会
か
ら
副
議
長
、
民
間
か
ら

は

（社
）
旭
川
観
光
協
会
会
長
が
出
席
。

一
方
、
東
京
側
は

「旭
川
観
光
大
使
」
１２

名
が
集
ま
る
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
メ
ン

バ
ー
構
成
で
、

１０
月
拓
日
、
午
後
３
時
か

ら
う
時
３０
分
ま
で
の
２
時
間
半
に
わ
た
り
、

実
に
真
面
目
で
、
率
直
な
話
し
合
い
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
こ
の
よ

う
な
形
で
行

っ
た
か
と
申
し
上
げ
ま
す

と
、
「旭
山
動
物
園
」
は
、
観
光
資
源
と

し
て
、
旭
川
市
に
貢
献
し
て
い
る
の
は
確

か
だ
が
、
今
の
う
ち
に
＋
α
、
あ
る
い
は

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
の
手
を
打

っ
て
お
か
な
い
と

先
々
大
変
心
配
だ
と
い
う
意
見
を
持
つ
人

が
東
京
に
多
い
。
そ
う
い
う
中
で
、
原
会

長
が
嶋
村
輝
郎
氏

（
元

・
ニ
コ
ン
社
長
）

か
ら
、そ
う
い
う
大
事
な
テ
ー
マ
こ
そ
「東

京
旭
川
会
」
の
中
で
、
き
ち
ん
と
話
し
合

う
べ
き
内
容
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
こ

と
か
ら
懇
談
会
の
準
備
は
始

ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
旭
川
観
光
大
使

が
２
～
３
分
で
自
己
紹
介
。

そ
の
後
、
経
済
観
光
部

・
観

光
課
の
平
島
淳
嗣
主
査
か

ら

「旭
川
市
の
観
光
の
現
状

と
新
た
な
取
組
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
詳
し
い
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た

（内
容
は
左
ペ
ー
ジ

を
）。
実
に
わ
か
り
や
す
く
、

し
か
も
問
題
点
が
は
っ
き
り

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
観
光
大
使
、
東
京
旭
川
会

の
会
員
か
ら
も
積
極
的
な
意

見

・
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
幹
部
か
ら
も
回
答
が
あ

り
、

一
方
通
行
で
は
な
い
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（詳

細
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
を
）

一朝
椰
地
△
小一辟
笛
冊
　
あ
さ
ム
な
や
す
み
ろ

●
Ｈ
‐８
年
就
任
。
旭
川
東
高
出
身
。
東
京
旭
川
会

事
務
局
長
。
懇
談
会
の
司
会
及
び
会
報
作
成
を
担

当
。
講
談
社
広
報
室
読
書
推
進
事
業
部
長
時
代
に

「本
と
遊
ぼ
う
　
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
第
蒟
回
菊
池
寛
賞
を
受
賞
し
た
。

②
現
在
は
、
自
宅
住
所
な
ど
記
載
の
観
光
大
使
名
刺
を
活
用
し

「旭
川
」
を

Ｐ
Ｒ
。
「川
の
あ
る
駅

・
旭
川
」
を
全
国
に
知
ら
せ
た
い
。
（旧
姓

・
引
地
）

猪
瀬
英
雄

い３

み
で
お

Ｏ
Ｈ
ワ
年
就
任
。
神
奈
川
県
鎌
倉
市
出
身
。
Ｓ
”

年
か
ら
全
日
空
旭
川
支
店
長
。
バ
ー
サ
ー
ロ
ペ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
に
お
け
る
来
賓
の
送
迎
手
配
な
ど
、

多
国
間
の
交
流
に
も
尽
力
。
Ｈ
朽
年
か
ら
北
海
道
国
際
航
空

（
エ
ア
ド
ゥ
）

４
年
間
東
京
支
店
長
を
。
②
現
在
は
、
全
日
空
社
友
会
理
事
。
今
春
発
行
の
全

日
空
社
友
会
会
報
に
、
新
し
い
旭
川
駅
を
中
心
に

「旭
川
」
を
書
く
予
定
。

上人
枡
里
龍
五
雄
　
お
お
た
け
た
つ
お

Ｏ
Ｈ
７
年
就
任
。
東
京
都
出
身
。
か
つ
て
日
産
グ

ル
ー
プ
の
労
働
組
合
で
あ
る
日
産
労
連
で
青
年
婦

人
対
策
部
門
を
統
括
し
て
い
た
時
、
Ｓ
６３
年
よ
り

１０
年
間
、
全
国
の
日
産
グ
ル
ー
プ
か
ら
団
体
ス
キ
ー
客
を
呼
び
込
む

「旭
川
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
た
こ
と
か
ら
観
光
大
使
を
頼
ま
れ
た
。
②
現
在
も
エ

ル
ダ
ー
ク
ラ
プ
の
仲
間
と
侮
夏
、
旭
川
で
ゴ
ル
フ
会
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｍ凹
膊
型
万
術
共
　
お
か
ざ
き
と
も
の
り

Ｏ
Ｈ
朽
年
就
任
。
島
根
県
出
身
。
松
江
観
光
大
使

で
も
あ
る
。
地
域
教
育
社
会
学
が
専
門
の
放
送
大

学
教
授
。
Ｈ
７
年
か
ら
１０
年
間
、
旭
川
で
放
送
大

学
の
テ
レ
ビ
番
組
を
制
作
し
て
い
た
。
②
世
界
を
動
く
時
は
、
観
光
大
使
の
名

刺
は
き
れ
い
で
大
変
評
判
が
い
い
。
も
ち
ろ
ん
国
内
で
も
こ
れ
か
ら
も

「旭
川

の
良
さ
」
を
伝
え
た
い
。

由
苓
Ш
７
１
シ
ン
　
お
く
や
ま
い」―
し
ん

Ｏ
Ｈ
‐４
年
就
任
。
旭
川
東
高
出
身
。
『
シ
ャ
ボ
ン
玉

ホ
リ
デ
ー
』
『
８
時
だ
ヨ
！
全
員
集
合
』
『
オ
ー
ル

ナ
イ
ト
フ
ジ
』
な
ど
の
超
有
名
番
組
を
多
数
制
作
。

日
本
放
送
作
家
協
会
理
事
。
②
旭
川
Ｆ
Ｍ
リ
ベ
ー
る
の
番
組

『
コ
ー
シ
ン
の

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
！
』
（日
曜
日
放
送
）
に
出
演
。
北
海
道
の
情
報
誌

「ｆ

ｉ
ｔ
」
に

「
コ
ー
シ
ン
の
こ
ん
な
話
で
良
か
っ
た
ら
」
を
連
載
中
。

注偏
＋
全
騰
軍
天
　
し
み
ず
あ
け
み

Ｏ
Ｈ
‐３
年
就
任
。
旭
川
北
高
出
身
。
Ｓ
“
年
東
芝

日
曜
劇
場
で
デ
ビ

ュ
ー
の
脚
本
家
。
日
曜
ド
ラ
マ

ス
ペ
シ
ャ
ル

『
光
抱
く
友
よ
』
で
Ｈ
ｌ８
年
文
化
庁

芸
術
祭
ド
ラ
マ
の
部
最
優
秀
賞

・
民
放
連
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
番
組
優
秀
賞
の
ダ
ブ

ル
受
賞
。
日
本
脚
本
家
連
盟
理
事
。
②
ド
ラ
マ
で
意
識
し
て
旭
川
の
名
前
を
出

す
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
機
会
に
大
使
役
を

一
生
懸
命
や
り
ま
す
。

０
大
使
就
任
時
期
。
出
身
。
略
歴
な
ど
。
旭
川
と
の
か
か
わ
り
な
ど
。

②
現
在
。
「観
光
大
使
」
と
し
て
の
気
持
ち
な
ど
。

計
幣
円
誓
大
三
一　
た
け
う
ち
え
いぞ
う

Ｏ
Ｈ
７
年
就
任
。
元

・
中
小
企
業
金
融
公
庫
旭
川

支
店
長
。
市
か
ら
旭
川
市
を
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
方
法
を
相
談
さ
れ
て
、
「さ
つ
ま
大
使
」
を

例
に
提
案
。
「旭
川
観
光
大
使
」
第
１
期
生
。
②
観
光
大
使
の
名
刺
の
裏
に
会

社
の
一肩
書
を
入
れ
て
使

っ
て
い
た
。
名
刺
発
行
枚
数
で
は

一
番
か
も
。
中
国
で

は
、
「観
光
大
使
」
は
喜
ば
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
今
後
も
お
役
に
立
ち
た
い
。

西
谷
内
力
世

に
し
や
う
ち
り
き
よ

Ｏ
Ｈ
ｌｌ
年
就
任
。
旭
川
北
高
出
身
。
元

・
東
京
海

上
札
幌
支
店
長
。
現
在
も
保
険
会
社
の
役
員
。
旭

川
出
身
の
経
済
人
の

一
人
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
。

②
最
近
は

「旭
山
動
物
園
」
で

「旭
川
」
が
有
名
に
な
っ
た
の
で
、
名
刺
を
出

し
て
も
説
明
が
楽
に
な

っ
た
。
横
浜
市
の
地
元
自
治
会
で
も
「旭
川
観
光
大
使
」

の
名
刺
を
使
い
、
広
告
、
提
灯
な
ど
で

「旭
川
」
を
売
り
込
ん
で
い
る
。

払年
鷹
室
夏
　
ま
つば
ら
あ
い

Ｏ
Ｈ
ｌｌ
年
就
任
。
旭
川
生
ま
れ
、
２
歳
ま
で
旭
川

に
。
本
名
は
北
海
道
の
道
を
と

っ
て

「道
子
」。
女

優

・
歌
手

・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
経
営
。
『
オ
ー
ル
日

大
』
の
司
会
の
時
、
か
つ
て
の
東
京
旭
川
会
会
長
の
八
木
さ
ん
か
ら
勧
め
ら
れ
、

「東
京
旭
川
会
」
に
入
会
。
幹
事
と
し
て
懇
親
会
司
会
を
担
当
。
②
４
月
発
表

の
新
曲

『ふ
た
り
の
時
計
』
及
び

『東
京
枯
れ
す
す
き
』
で
頑
張
り
ま
す
。

水
奈
月
順
子

み
な
づき
じ
ん
こ

Ｏ
Ｈ
ｌＯ
年
就
任
。
歌
手
。
名
寄
市
生
ま
れ
、
実
家

は
旭
川
市
神
楽
に
あ
る
。
北
海
道
倶
楽
部
入
会
後
、

東
京
旭
川
会
に
入
会
。
そ
の
後
、
旭
川
観
光
大
使
に
。

０

『海
峡
夢
ご
よ
み
』
冨
夕
ふ
た
り
花
』
『夫
婦
花
道
』
が
現
在
の
歌
。
全
国
ネ

ッ
ト
、
ス
カ
パ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
２
６
７

ｃｈ

「お
好
み
歌
謡
館
」
に
レ
ギ

ュ
ラ

ー
出
演
中
。
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
旭
川
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
宣
伝
し
ま
す
。

柳
ジ
ュ
ン

や
な
ぎ
じ
ゅ
ん

Ｏ
Ｈ
８
年
就
任
。
宮
城
県
出
身
。
東
芝
さ
ん
の
後

援
で

「旭
川
冬
ま
つ
り
」
で
歌
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ

っ
た
。
Ｔ
夕
さ
り
ぬ
街
』
で
旭
川
を
歌
い
、
特
急
ラ

イ
ラ
ッ
ク
を
歌

っ
た

『
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
』
を
歌
っ
て
か
ら
旭
川
観
光
大

使
を
頼
ま
れ
た
。
②
こ
の
よ
う
な
会
に
出
席
で
き
て
と
で
も
嬉
し
い
。
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
旭
川
の
方
へ
、
こ
れ
か
ら
も
歌
で
恩
返
し
を
し
た
い
。

士
口
回
里
義
而
勝
　
よ
し
だ
よ
し
か
つ

Ｏ
Ｈ
８
年
就
任
。
旭
川
商
業
高
校
出
身
。
日
大
時

代
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

レ
ス
リ
ン
グ

・
フ
ラ
イ
級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
。
明

治
乳
業
で
役
員
。
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
理
事
。
②
旭
川
は
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を

一
番
出
し
て
い
る
町
。
全
国
各
地
の
講
演
で
も
き
れ
い
な
観
光
大
使
の
名
刺
を

題
材
に
し
て
Ｐ
Ｒ
。
地
元
旭
川
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
恩
返
し
を
し
た
い
。
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旭川市の観光の現状と新たな■組
旭川市 経済観光部観光課

主査平島淳嗣

Hll

■位■1札幌

12::位:::/11囀

3位i輝‖l

4位■|■歳

5位■函館

彗群:30J撻

Hll H13 H15 H17 IHl19 H121

H9 Hll H13 H15 H17 IHl19 1霜121

H13 H15 H17 IH■ 19 H121

外国人宿泊数

硼頭目目曰い月別ホラン稼働率
夏季は稼働率が高く、冬季は低い

4月  5月  6月  7月 8月  9月 10月 11月 12月 |■月|121月11131月 |

Hll

100,0%
90,0%
80,0%
70.0%
60,0%
50.0%
40.0%

・環境問題への関心の高まり⇒世界的に

サイクリングブーム

・特に台湾では空前のブーム

・旭川は盆地⇒どちらに向かつても「上

り⇒温泉→下り」のコースが可能

・美瑛、層雲峡、旭岳などの優れた景観

を楽しむことができる

台湾 GIAN丁社の下見ツアーを誘致

⊂y⊂ling Mapを 市J作

旭山動物園を訪れる観光客を中心市街地に

・「ワッカ」はアイヌ語で「水」・5,000円分を4,500円で販売⇒10%のプレミアム

・市内の飲食店、タクシー、空港の売店、スイーツなど

で利用可能

・観光施設の入場料の割引サービスも

・観光客がどこでお金を使うのか分析する計画

・H22年度は3,000万円分 (6,000セ ット)販売予定

魃 螂魃

・ガーデニングの定着 ・Jヒ海道の観光資源である「花」「自然」を堪能

・「上野ファーム」「風のガーデン」など旭川～帯広のワつのガーデンが連携

・7つのうちの4つの施設をめぐるチケットを発売

・街道沿いには体験型アクティブティやご当地グルメも点在

・JAL、 AMな どと連携し、大手旅行代理店でも多くの商品が造成されている

・旭川の新駅舎の裏にも新たなガーデンが誕生予定

旭川～帯広間を結ぶ新たな観光ルー トの構築に期待

多様で豊富な農業資源を活用 した体験型観光

・グリーン・ツーリズム資金融資制度⇒直売所、農家レストラン整備を支援

・グリーン・ツーリズム施設認定制度⇒市

街イヒ調整区域での施設設備が容易に

・農家民宿マニユアルの作成

・直売所、農業体験施設などを紹介するマ

ップの市J作

・農村体験ソフ ト開発事業⇒農村体験を生

かした旅行商品の開発

修学旅行の受け入れなど成果

旭川観光協会が第 3種旅行業を取得
0地元ならではの観光コースの提案 ・地域資源の有効活用
0新たな観光資源の開発 ・多様イヒする旅行のユーズに対応

・コンベンションとの連動

オプショナルツアーの積極的展開

・旭山動物園と食・陶芸制作体験・開拓そして歴史巡り
‖
坂の上の雲

‖
を訪ねて

・北海道最高峰
‖
旭岳

‖
散策と美瑛の丘巡り・神秘の地、神居古渾と陶芸制作体験

・外国人観光客のホスピタリティ向上を目指す取り組みを支援

・メニユーやパンフレット、ホームページの外国語対応など

外国人観光客の個人旅行の増加に向け効果が期待

・経済成長著しい中国本土からの観光客の誘致
0観光ビザの緩和もあり、観光需要が莫大に増加

・「北海道」は中国人の憧れの地 ・「足」の確保は最優先課題

・トップセールスを展開するなど積極的な誘致活動

・ラバトリー対応などの支援を実施

上海～旭川で週 2便、定期チヤーター便が運行

中国か ら道内空港 としては最大の運行規模

観光客入込客数
H21観光入込客数 :6′ 365′ 200人 (全道第311位〕
単位:万人

700
600
500
400
300
200

H9 H13 H15 H17 IH■19 H21

働轟轟口露わ旭山動物園入園者数
H21′klヨ 髪釧敗 :2′463′ 274人
単位:万人

300
250
200
150
100
50
0

H9

宿泊延数
H21礎ヨ

'自

延二]敗 :660′ 200'自
単位:泊

700′ 000

600′000

500′ 000

400′000

300′000

言ガ躯暁鮒纏ξ露鮮言論議|
単位:泊

40′ 000
35′000
30′000
25′000
20′000
15′ 000
10′ 000

5′000
0

鷺晋摯響鋏 1難撃:

徊轟轟棗露)国際線乗降客数

1"‖秀腫言L翼  【若驚鷲雛難ltti
単位:人

90′000
80′000
70′000
60′000
50′000
40′ 000
30′000
20′000
10′ 000

0
H12 H14 H16 H18
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［お
一断
り
∵
皆
一３
一■
一に
一憾
一Ｔ
一一密
Ｔに
ご
発
一一言
い
一

た
だ
一い
一て
お
一り
一ま
一す
が
■
紙
一面
一の
一部
合
上
一

省
一略
一を
一含
一め
■
表
一現
一上
一シ
一ン
一プ
一ル
一に
一せ
一ざ
一

一る
一を
一得
一な
一い
一部
一分
一が
一あ
一サ
一ま
一す
ず
一一ご
一子
一承

く
だ
一さ
一掛
ｒ
■

，
■
●
■
■
■
■
■
■
■
●
■
一

《
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
》

司
会

（朝
比
奈
γ

と
で
も
分
か
り
や
す
い
プ

レ
ゼ
ン
で
し
た
。
問
題
は
、
通
過
型
の
現
状

を
ど
う
す
る
の
か
、
泊
っ
て
も
ら
う
た
め
の

方
策
を
ど
う
考
え
る
か
が
、
と
り
あ
え
ず
の

テ
ー
マ
で
す
ね
。

猪
瀬
英
雄

一
個
人
客
に
泊
っ
て
も
ら
う

「魅

力
」
を
ど
う
見
つ
け
る
の
か
。
旭
川
は
大
自

然
の
中
で
内
容
は
充
実
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

知
恵
を
出
せ
ば
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

日
帰
り
の
観
光
客
に
街
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
、
街
の
人
と
ふ
れ
あ
っ
て
も
ら
い
、
旭
川

に
来
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と

が

一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

西
谷
内
力
世

一
滞
在
型
の
プ
ラ
ン
を
ど
う
作

っ
て
、
ど
う
繋
げ
る
か
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

成
功
し
た

「食
ベ
マ
ル
シ
ェ
」
（注

・
フ
ペ
ー

ジ
に
記
事
あ
り
）
も
含
め
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

「食

ベ
マ
ル
シ
ご

は
大
成
功
！

そ
こ
で
学
ん
だ
「魅
力
の
再
発
見
」
を

「観
光
」
に
応
用
し
た

い
。

高
瀬
善
朗
副
市
長

一
通

過
型
か
ら
滞
在
型
に
す

る
の
が
最
大
の
課
題
。

旭
山
動
物
園
だ
け
で
は

滞
在
型
に
は
な
ら
な
い
。
動
物
園
と
何
を
ど

う
リ
ン
ク
さ
せ
る
か
が
重
要
。
こ
の
度
、
旭

川
の
新
駅
舎
が
高
架
に
な
り
ま
し
た
。

一
級

河
川
が
す
ぐ
裏
に
あ
る
よ
う
な
駅
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
。
駅
裏
に
大
池
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
も
作
れ
る
こ
と
で
、
「第
二
の
動
物
園
」
に

な
り
う
る
可
能
性
も
あ
る
と
見
て
い
る
。
い

か
に
上
手
に
繋
げ
る
か
が
今
後
の
勝
負
。

「食
ベ
マ
ル
シ
ェ
」
は
３
日
間
で
７９
万
２
０
０

０
人
と
い
う
大
変
な
来
場
者
が
あ
っ
た
。
道

北
ほ
か
各
地
か
ら
の
出
店
も
多
か
っ
た
。
旭

川
で
は
初
め
て
の
来
客
数
で
し
た
。

奥
山
コ
ー
シ
ン
Ｌ
食
ベ
マ
ル
シ
ェ
」
は

「Ｆ
Ｍ

リ
ベ
ー
る
」
で
も
生
放
送
で
取
り
上
げ
ま
し

た
が
本
当
に
す
ご
か
っ
た
。
雨
の
日
で
も
歩

け
な
い
く
ら
い
で
、
た
い
て
い
の
店
が
初
日

に
売
れ
切
れ
て
い
ま
し
た
も
の
ね
。
姉
妹
都

市
の
南
さ
つ
ま
市
の
ミ
カ
ン
は
初
日
で
４
ト

ン
が
売
れ
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
「食

ベ
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
次
回
も
や
れ
ば
う
ま
く

行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
瀬
副
市
長

一
と
に
か
く
よ
く
売
れ
て
い
ま

し
た
が
、
す
べ
て
が
新
製
品
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ふ
だ
ん
店
頭
に
並
ん
で
い
た
も
の
で
も
、

や
り
方
次
第
売
れ
て
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
と
、
市
民
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
き
た
。
今
後
ど
う
続
け

て
ゆ
く
か
を
考
え
た
い
。

奥
山
コ
ー
シ
ン

一
番
組
作
り
で
も
、
安
定
と

マ
ン
ネ
リ
は
紙

一
重
で
、
よ
く

「手
を
変
え
、

品
を
変
え
」
と
い
う
の
で
す
が
、や
は
り

「こ

こ
に
あ
る
よ
」
と
声
を
か
け
る
こ
と
が
大
事

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

高
瀬
副
市
長

一
今
回

「食
」
で
そ
れ
を
学
び

ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
「手
を
変
え
、口＝
を
変
え
」

で
、
あ
る
い
は

「魅
力
の
再
発
見
」
と
い
う

考
え
方
で
や
れ
ば
、
「自
然
の
世
界
」
で
も
応

用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

奥
山
コ
ー
シ
ン

一
確
か
に

「手
を
変
え
、
品

を
変
え
」
よ
り

「魅
力
の
再
発
見
」
の
方
が
、

今
回
の

「観
光
」
の
テ
ー
マ
に
合
い
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
は

「魅
力
の
再
発
見
」
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
（笑
い
）

立
花
謙
二
経
済
観
光
部

長

一
平
成
２‐
年
の
デ
ー

タ
で
、
年
間
１０
万
人
以

上
の
入
場
者
の
あ
る
も

の
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

●
旭
山
動
物
園

一
２
４
６
万
人

②
サ
ン
タ
プ
レ
ゼ
ン
ト
パ
ー
ク

一
８５
万
人

０
「旭
川
ラ
ー
メ
ン
」
一
４８
万
人

０
科
学
館

「サ
イ
パ
ル
」
一
２６
万
人

０
北
海
道
伝
統
美
術
工
芸
村

一
１６
万
人

０
男
山
酒
造
り
資
料
館

一
１１
万
人

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
底
上
げ
が
必
要
で
す

が
、
「食
ベ
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
３
日
間
で
７９
万

人
で
す
の
で
、
「食
」
の
可
能
性
は
今
後
も
追

及
し
て
い
き
た
い
。

個
人
客
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
誉
ア
ル
を

松
原
愛

¨
旭
川
市
内
の
ホ
テ
ル
は
大
き
く
立

派
だ
が
、
個
人
旅
行
者
、
特
に
女
性
に
と
っ

て
、
料
理
の
お
い
し
い
、
魅
力
的
な
プ
チ
っ

ぽ
い
ホ
テ
ル
が
な
い
。
あ
る
い
は
、
部
屋
に

露
天
風
呂
が
あ
る
と
な
お
い
い
の
だ
け
ど
。

旭
川
に
は
、
そ
う
い
う
宿
泊
の
魅
力
が
足
り

て
い
な
い
の
で
、
つ
い
他
の
町
へ
行
っ
て
し

ま
う
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
個
人
旅
行
者
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る

よ
う
な
ホ
テ
ル
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

岡
崎
友
典

一
関
連
し
て
で
す
が
、
市
内
だ
け

で
は
な
く
層
雲
峡
を
含
め
た
上
川
支
庁
周
辺

エ
リ
ア
に
泊
っ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。
２
～
３
泊
し
て
動
物
園
の
ほ
か
に

旭
川
市
内
に
あ
る
い
い
施
設
を
見
て
欲
し
い

の
で
す
が
…
。
と
に
か
く
、
課
題
は
、
団
体

で
来
て
く
れ
た
客
に
も
う
１
回
グ
ル
ー
プ
か
、

個
人
で
来
て
も
ら
う
企
画
を
ど
う
考
え
、
ど

う
伝
え
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。

平
島
淳
嗣
主
査

一
道
内
で
の
宿
泊
率
は
、
札

幌
の
乃
％
、
函
館
の
８８
％
を
除
け
ば
、
ど
こ

も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
結
局
、
宿
泊
率
を
高
め

る
に
は
、
観
光
客
に
日
中
ど
う
や
っ
て
時
間

を
使
っ
て
も
ら
う
か
、
夜
に
何
を
提
供
す
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
。
層
雲
峡
の
夜
間
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
で
、
漆
黒
の
闇
の
中
で
満
天
の
星

を
見
せ
る
企
画
を
や
っ
て
好
評
だ
っ
た
。
そ

う
い
う

「驚
き
」
の
提
供
が
大
事
。
こ
れ
は
、

天
人
峡
及
び
大
望
遠
鏡
の
あ
る
市
内
の
科
学

館

「サ
イ
パ
ル
」
で
も
応
用
で
き
ま
す
。

立
花
部
長

一
市
単
位
で
見
る
の
か
、
広
域
で

考
え
る
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。
周
辺
地

域
の
富
良
野

・
美
瑛

・
稚
内
な
ど
と
は
、
広

域
的
に
ト
ー
タ
ル
に
観
光
客
を
増
や
し
て
い

こ
う
と
、
し
っ
か
り
手
を
組
ん
で
集
客
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
動
物
園
は
ピ
ー
ク
の
３
０
７
万
人
の

時
は
、
１
～
２
時
間
お
待
た
せ
し
、
満
足
度

は
低
か
っ
た
。
ホ
テ
ル
も
目
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
。
昨
年
の
２
４
６
万
人
は
、
お
待
た
せ
せ

ず
に
運
営
的
に
も
う
ま
く
回
る
ち
ょ
う
ど
い

い
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
と
な
っ
た
。
満
足
度
を

き
ち
ん
と
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
効
果
も
見

直
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
冬
ま
つ
り
は

鋭
万
人
、
先
ほ
ど
の

「食
ベ
マ
ル
シ
ェ
」
と

合
わ
せ
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
は
あ
る
が
、

民
間
が
中
心
に
な
っ
て
市
が
応
援
す
る
ス
タ

イ
ル
が
イ
ベ
ン
ト
を
長
続
き
さ
せ
る
方
法
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『
旭
川
観
光
応
援
隊
』
を
創
っ
て
は
ど
う
か

吉
田
義
勝

一
動
物
園
の
集
客
を
ど
う
活
か

し
て
い
く
か
、
観
光
課
も
よ
く
考
え
ら
れ

て
、
努
力
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と

は
別
に
、
市
の
中
心
部
の

「買
物
公
園
通
り
」

に
ど
う
活
気
を
取
り
戻
す
か
は
、
本
当
に
重

要
で
す
。
そ
れ
に
は
、
費
用
対
効
果
を
考
え

ず
に
言
い
ま
す
と
、
格
安
の
公
共
の
常
設
駐

車
場
を
設
け
る
こ
と
が
か
な
り
大
事
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
先

ほ
ど
松
原
さ
ん
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

「い
い
ホ
テ
ル
だ
っ
た
ね
」
「泊
ま
っ
て
よ
か

っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
ホ
テ
ル
が
欲

し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
必
要
で

す
ね
。

ま
た
、
旭
川
の
人
は
も
と
も
と
謙
虚
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「旭
川
は
だ
め
な
ん
だ
よ

な
―
」
と
、
結
構
後
ろ
向
き
の
こ
と
を
言
う

人
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
も
う
少
し
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た

い
の
で
す
が
…
。
旭
川
に
は
、
こ
ん
な
に
い

い
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
か
ら
、
自
分

た
ち
の
郷
土
の
こ
と
は
自
信
を
持
っ
て
語
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
例
え
ば
、
『旭
川
観
光
応
援
隊
』
と

い
う
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
で
幅
広
く

「隊
員
募

集
」
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
名
刺
や
必

要
な
グ
ッ
ズ
を
持
っ
て
も
ら
い
、
外
に
向
か

っ
て

（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
）
Ｐ
Ｒ
役
、
ガ
イ

ド
役
も
や
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
は
い
る

は
ず
で
す
。
気
持
ち
と
時
間
に
余
裕
の
あ
る

人
は
必
ず
い
る
は
ず
で
す
。

司
会

（朝
比
奈
γ

と
で
も
い
い
お
考
え
だ
と

思
い
ま
す
。
市
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

原
公
朗
東
京
旭
川
会
会
長

一
松
原
さ
ん
の
意

見
は
質
の
向
上
と
い
う
意
味
で
貴
重
。
質
を

向
上
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
民
間
が
率
先

し
な
い
と
活
性
化
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
で
も
、
市
民
の
中
か
ら

な
に
か
具
体
的
な
も
の
が
出
て
こ
な
い
と
活

性
化
し
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
民

間
の
立
場
か
ら
観
光
協
会
会
長
と
し
て
旭
川

の
魅
力
を
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
。山

崎
博
幸
旭
川
観
光
協

会
会
長

一
今
日
は
観
光

大
使
の
皆
様
の
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
旭
川
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
旭

山
動
物
園
の
お
か
げ
で
す
。

１０
年
前
は
、
人

口
％
万
人
の
旭
川
が
５
万
人
の
富
良
野
の
隣

と
言
わ
れ
て
い
た
訳
で
す
。
で
す
か
ら
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
話
が
出
て
い
ま
す
が
、
市

民
の
認
識
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
が
問
題
で

す
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に

「ど
こ
か
い
い

所
が
な
い
で
す
か
」
と
聞
く
と
、
「旭
川
は

昔
か
ら
何
に
も
な
い
か
ら
ね
～
」
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
京
都
で
は
、
タ
ク
シ

ー
の
運
転
手
も
市
民
も
よ
く
教
育
さ
れ
て
い

る
の
で
、
け
し
て
そ
ん
な
答
え
は
返
っ
て
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
は
望
み
ま
せ
ん
が
、
「旭

川
の
観
光
を
考
え
る
会
」
と
い
う
会
も
で
き

ま
し
た
の
で
、
こ
の
際
旭
川
市
も
議
員
も
市

民
も
、
全
体
が
意
識
改
革
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
旭
川
に

転
勤
し
て
き
た
人
が
、
旭
川
の
春
夏
秋
冬
の

良
さ
を
認
識
し
て
、
東
京
の
家
を
売
り
払
っ

て
移
っ
て
く
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
う

い
う
こ
と
も
含
め
て
、
市
民
に

「
旭
川
の
良

さ
」
を
改
め
て
わ
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
例
え
ば
、
「冬
ま
つ
り
」
は
９０
万
人
入

っ
て
も
、
本
当
の
魅
力
を
伝
え
き
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「雪
明
か
り
」

「雪
像
」
「氷
彫
刻
」
と
実
行
委
員
会
が
あ
る
が
、
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場
所
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、
来
た
お
客
さ
ん
に
せ

っ
か
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品

・
財
産
を
ま
と

め
て
見
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
お
客
さ
ん
に
感

動
を
与
え
て
は
じ
め
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ

な
が
る
。
今
後
は
、
市
と
相
談
し
な
が
ら
よ

り
工
夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

と
ま
っ
て
見
せ
る
方
法
、
実
施
日
数
を
増
や

す
こ
と
、
夜
型
も
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
の

工
夫
や
検
討
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

動
物
園
の
入
場
者
は
２
０
０
～
２
２
０
万
人

く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
こ
と
は
分
か
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
右
肩
下
が
り
に
な
る

の
が
怖
い
。

一
度
来
て
も
ら
っ
た
人
に
ど
う

や
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
戻
っ
て
き
て

も
ら
う
か
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
大

事
な
分
野
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
街
道
７
つ
の
う

ち
帯
広
に
５
つ
あ
り
、
い
ま
の
所
、
旭
川
は

上
野
ガ
ー
デ
ン
さ
ん
だ
け
で
す
が
、
旭
川
駅

の
裏
側
に
あ
た
る
場
所
に
感
動
を
与
え
ら
れ

る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

大
雪
山
連
峰
が
正
面
に
見
ら
れ
る
新
し
い
駅

舎
と
忠
別
川
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
う
ま
く
結

び
つ
け
ば
全
国
ど
こ
に
も
な
い

「駅
」
が
で

き
あ
が
る
こ
と
に
な
る
。
ま
だ
ま
だ
、
旭
川

に
は
魅
力
あ
る
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

大
竹
龍
雄

一
ス
キ
ー
客
は
ど
う
で
す
か
。

立
花
部
長

一
残
念
な
が
ら
、
ス
キ
ｌ

ｏ
ス
ノ

ボ
ー
を
含
め
て
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
客
の

絶
対
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

東
南
ア
ジ
ア

ｏ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら

の
客
は
ふ
え
つ
つ
あ
る
。
全
道
的
に
も
傾
向

は
同
じ
で
す
。

旭
川
の
市
民
が
お
客
様
を
気
持
ち
よ
く

お
迎
え
し
、
「旭
川
っ
て
い
い
町
だ
よ
」
と

言
口
わ
れ
る
こ
と
の
方
が
よ
ほ
ど
価
値
の

あ
る
こ
と
な
ａ
て
は
な
い
か
。

武
内
英
三

一
「第
二
の
動
物
園
」
や
イ
ベ
ン
ト

も
結
構
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、
も
っ
と
地

味
な
と
こ
ろ
で
意
識
改
革
を
や
っ
て
行
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
し
ば
ら
く

ぶ
り
に
旭
川
に
行
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

街
に
緑
が
な
い
、
殺
風
景
な
感
じ
が
し
ま
し

た
。
こ
ん
な
町
に
、
観
光
客
が
来
る
か
？
と

感
じ
た
。
「買
物
公
園
通
り
」
に
は
昔
立
派
な

「な
な
か
ま
ど
」
の
大
き
な
樹
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
が
、
全
部
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
落
ち
葉
を
誰
が
掃
除
す

る
、
誰
が
お
金
を
払
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

面
倒
だ
と
全
部
切
ら
れ
、
緑
の
な
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
、
実
に
そ
っ
け
な
い
街
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
先
ほ
ど
吉
田
さ
ん
が
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
旭
川
の
市
民
が
観
光

客
を
、
お
客
様
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
入
れ
て

い
る
の
か
、
喜
ん
で
帰
っ
て
い
た
だ
け
て
い

る
か
を
問
い
か
け
て
み
た
い
。
み
ん
な
で
お

客
様
を
お
迎
え
し
て
、

１０
年
先
に
も
２０
年
先

に
も
３０
年
た
っ
て
も

「旭
川
っ
て
い
い
町
だ

よ
」
と
言
わ
れ
る
方
が
、
よ
ほ
ど
価
値
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
味
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
旭
川
全
体
が
そ
う
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
の
方
が
、
ま
た
長

丁
場
で
も
の
を
考
え
る
方
が
、
観
光
振
興
と

い
う
意
味
で
も
長
続
き
す
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
消
極
的
な
意
見
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
ん
な
風
に
思
い
ま
す
。

司
会

（朝
比
奈
ア

と
で
も
大
事
な
考
え
方
だ

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

清
水
曙
美

一
東
京
の
百
貨
店
で

「北
海
道
物

産
展
」
を
や
る
と

一
番
客
が
集
ま
る
。
そ
の

中
で
も
函
館
か
ら
来
た
売
り
子
さ
ん
の
威
勢

が
い
い
。
威
勢
が
い
い
と
、
つ
い
買
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
武
内
さ
ん
の
ご
意

見
と
重
複
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

旭
川
の
市
民
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
な
い
と
、

そ
こ
か
ら
湧
き
上
が
る
も
の
が
出
て
こ
な
い

と
、
結
局
人
を
呼
べ
な
い
、
文
化
も
呼
べ
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
や

っ
て
い
る
お
芝
居
や
劇
団
民
藝
な
ど
も
い
つ

も
札
幌
止
ま
り
で
、
旭
川
ま
で
は
な
か
な
か

行
か
な
い
。
い
つ
も
旭
川
の
人
に
も
生
の
い

い
舞
台
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
の

が
現
実
で
す
。
旭
川
市
民
が
元
気
に
な
る
こ

と
が
、
周
り
の
お
客
さ
ん
を
呼
ぶ
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

原
公
朗
東
京
旭
川
会
会
長

一
旭
川
西
高
出
身

で
、
ニ
コ
ン
の
社
長

ｏ
会
長
を
や
っ
て
お
ら

れ
た
嶋
村
さ
ん
か
ら
の
お
話
を
代
弁
し
た
い
。

こ
こ
に
、
旭
川
出
身
の
山
下
敬
吾
さ
ん
が
、

３‐
歳
の
若
さ
で
囲
碁
の
最
高
位
で
あ
る

「本

因
坊
」
に
就
位
さ
れ
、号
を
「道
吾
（ど
う
わ
】

と
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

旭
川
市
出
身
の
小
林
光

一
九
段
は
、
棋
聖
連

覇
８
期
、
名
人
連
覇
ワ
期
で
、
タ
イ
ト
ル
獲

得
数
が
歴
代
３
位
の
”
と
い
う
記
録
を
お
持

ち
で
す
。
も
ち
ろ
ん
お
二
人
と
も
旭
川
観
光

大
使
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
旭

川
市
は
囲
碁
界
の
大
ス
タ
ー
を
二
人
も
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
旭
川
の
大
き
な
財
産

と
考
え
て
も
い
い
。
ま
た
、
建
築
家
の
私
の

目
か
ら
旭
川
市
の
中
心
街
を
見
る
と
、
「碁

盤
の
目
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
説
明
し
や
す

い
。
旭
川
は

「囲
碁
の
ま
ち
」
と
言
っ
て
も

い
い
く
ら
い
に
地
盤
が
で
き
て
い
る
。
こ
の

二
つ
を
合
わ
せ
て
、
旭
川
市
は

「囲
碁
の
ま

ち
」
と
し
て
も
っ
と
売
り
出
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
参
考
ま
で
に
、
神

奈
川
県
平
塚
市
は
、
％
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施

し
て
い
る

「湘
南
ひ
ら
つ
か
囲
碁
ま
つ
り
」

に
、
毎
年
全
国
か
ら
６
５
０
０
人
の
参
加
が

あ
る
よ
う
で
す
。

１０
月
１０
日
、実
際
に
行
っ
て
話
題
の

「１
０
０

０
面
打
ち
大
会
」
な
ど
も
見
て
き
ま
し
た
が
、

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
い
て
、
実
に
に
ぎ

や
か
で
し
た
。
嶋
村
さ
ん
か
ら
も
、
平
塚
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
旭
川
市
は
も
っ
と
本
腰

を
入
れ
て

「囲
碁
の
ま
ち
」
を
売
り
出
し
て

欲
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
代
弁
し

て
申
し
上
げ
ま
す
。

山
崎
観
光
協
会
会
長

¨
山
下
本
因
坊
、
小
林

九
段
も
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
市
内
の

「山
岡

囲
碁
サ
ロ
ン
」
で
育
っ
て
き
て
い
る
。
先
生

も
ま
だ
元
気
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
名

棋
士
を
二
人
も
輩
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
私

た
ち
の
宝
で
あ
り
、
私
た
ち
が
自
慢
し
て
い

い
こ
と
で
す
。

司
会

（朝
比
奈
康
博
γ

こ
こ
で
東
京
旭
川
会

会
員
の
方
に
も
ご
発
言
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

原
卓
徳

（会
員
Ｔ

私
も
旭
川
出
身
な
の
で
、

旭
川
は
大
好
き
で
す
。
皆
さ
ん
も
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
メ
イ
ン
の
買
物
公
園
通
り

に
緑
が
な
く
、
活
気
も
な
く
、
と
で
も
心
配

で
す
。
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
活
気
を
取
り
戻

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

旭
川
駅
前
に
「啄
木
歌
碑
」
を

建
て
ま
せ
ん
か

近
藤
典
彦

（会
員
・前
国
際
啄
木
学
会
会
長
γ

い
い
機
会
で
す
の
で
、
何
か
旭
川
の
観
光
に

役
立
つ
ア
イ
デ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
を
と
思
っ
て

提
案
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
は
石
川
啄
木
の
不
朽
の
名
作

と
言
わ
れ
る

『
一
握
の
砂
』
が
刊
行
さ
れ
て

１
０
０
年
の
年
で
す
。
そ
の
中
で
旭
川
を
詠

ん
だ
歌
が
４
首
も
あ
り
ま
す
。
旭
川
駅
前
か

買
物
公
園
通
り
に
そ
の
４
首
の
歌
碑
を
建
て

れ
ば
素
晴
ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
う

る
と
思
い
ま
す
。
啄
木
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い

て
歌
碑
の
な
い
町
は
、
実
は
旭
川
だ
け
で
す
。

昨
年
９
月
に
高
知
市
に
立
派
な
歌
碑
が
で
き

ま
し
た
が
、
啄
木
と
は
無
縁
の
土
地
で
す
。

啄
木
の
父
が
、
高
知
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う

だ
け
の
縁
で
、
父
と
啄
木
の
歌
が
並
ん
だ
歌

碑
が
で
き
ま
し
た
。
建
碑
運
動
が
始
ま
っ
た

の
は
２
０
０
９
年
５
月
、
始
め
た
の
は
地
元

の
啄
木
を
愛
す
る
有
志
の
人
々
。
２
か
月
の

間
に
県
の
内
外
か
ら
多
額
の
資
金
が
集
ま
り
、

９
月
に
は
素
晴
ら
し
い
碑
が
高
知
駅
前
に
建

っ
て
、
今
や
素
晴
ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
高
知
市
は
駅
前
の
土
地
を

提
供
し
た
だ
け
で
、
完
成
後
は
そ
の
歌
碑
は

市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
頼
ま
れ
て

記
念
講
演
を
し
て
き
ま
し
た
。
旭
川
は
４
首

も
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
作
ら
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
旭

川
の
皆
さ
ん
に
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
（そ
の
後
、
提
案
書
が
立
花
経
済
観

光
部
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
）

司
会

（朝
比
奈
Ｔ

具
体
的
な
ご
提
案
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
啄
木
が
２６
歳
で

亡
く
な
っ
た
の
は
、
１
９
１
２
年
で
す
の
で
、

２
０
１
２
年
４
月
１３
日
が
没
後
１
０
０
年
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
１
月
か
ら

始
ま
っ
た
三
谷
幸
喜
作
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
芝
居

『
ろ
く
で
な
し
啄
木
』
は
完
売
の
大
人
気
で

す
。
「没
後
１
０
０
年
」
で
ま
た
大
き
な
ブ

ー
ム
が
来
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。

小
林
良
正

（会
員
Ｔ

高
校
ま
で
旭
川
。
今

回
初
参
加
で
す
。
現
在
Ｐ
Ｒ
会
社
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
の
経
験
か
ら
、

個
人
旅
行
に
向
け
て
は
感
動
＋
サ
プ
ラ
イ
ズ

が
重
要
。
今
あ
る
素
材
を
有
効
活
用
さ
せ
て
、

な
る
べ
く
費
用
を
か
け
ず
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
、
冬
の
宿

泊
客
を
増
や
す
に
は
夜
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
ど
う
考
え
る
か
が
勝
負
だ
と
思
う
。

山
崎
摩
耶

（会
員

・
衆
議
院
議
員
γ

「健
康
」

と

「観
光
」
を
つ
な
ぐ
旭
川
ら
し
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
１
泊
２

日
の
健
康
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
外
国
人
向
け
の
医

療
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
旭
川
の
豊
富
な
医
療
資

源
を
生
か
し
た
も
の
を
ぜ
ひ
お
考
え
い
た
だ

き
た
い
。

司
会

（朝
比
奈
γ

長
時
間
に
わ
た
り
、
貴

重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
と
ざ
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
旭
川
へ
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
こ
れ

を
機
会
に

一
つ
で
も
二
つ
で
も
実
現
で
き
れ

ば
最
高
で
す
。
や
は
り
こ
う
い
う
形
で
、
顔

を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
、
そ
こ
か
ら
す
べ

て
は
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
東
京

旭
川
会
が
主
催
で
東
京
開
催
で
し
た
が
、
逆

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
交
流
が
今
後
も
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

佐
々
木
卓
也
市
議
会
副

議
長

一
旭
川
は
自
然
が

素
晴
ら
し
い
。
昨
年
か

ら
サ
ケ
の
稚
魚
を
Ю
万

匹
忠
別
川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
海
か
ら

１
５
０
ｋｍ
も
離
れ
て
い
る
所
に
、
３
年
後
に

は
３
％
の
比
率
で
戻
っ
て
く
る
は
ず
。
そ
う

い
う
こ
と
も
旭
川
の
自
然
の
良
さ
と
し
て
観

光
に
も
役
立
て
た
い
。
今
日
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
力
強
い
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
旭
川
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

5
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＊
本
年
度
第
２４
回
郷
土
訪
間
の
旅
は
、
９
月
８
日
（木
）
出
発
の
予
定
で
す
。
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
２３
回

郷
土
訪
間
の
旅

旭
川
〈ム副
〈〓長
加
藤
桂
子

第
２３
回
郷
土
訪
問
旅
行
は
平
成
２２
年
９

月
２
日
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
午
前

出
発
、
お
昼
に
到
着
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
エ
ア
・

ド
ゥ
社
の
時
刻
変
更
に
よ
り
出
発
時
刻
が

若
干
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

上
機
材
繰
り
の
関
係
で
羽
田
空
港
に
て
足

止
め
と
な
り
予
定
時
刻
よ
り
か
な
り
遅
れ

て
の
旭
川
入
り
と
な
り
ま
し
た
。
出
迎
え

て
く
だ
さ
っ
た
市
の
方
々
を
お
待
た
せ
し

て
し
ま
い
、
の
み
な
ら
ず
昼
食
を
と
お
待

ち
く
だ
さ
っ
た
西
川
市
長
さ
ん
と
は
会
食

が
出
来
ず
、
記
念
撮
影
の
み
と
な
り
、
申

し
訳
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
「大
雪

の
蔵
」
で
遅
い
昼
食
を
済
ま
せ
、
市
の
観

光
課
の
方
と
１０
月
に
開
催
予
定
の
総
会

・

懇
親
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
懇
談
会
に

つ
い
て
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
後
は
希
望
者
の
み
に
て

「旭
川
兵

村
記
念
館
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
此
処
は

昭
和
３６
年
８
月
、
東
旭
川
町
開
基
η
周
年

を
記
念
し
て
旭
川
神
社
境
内
の
若
宮
八
幡

宮
拝
殿
に
郷
土
資
料
を
展
示
し
て
発
足
し

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
旭
川
市
は
今
年
開

村
１
２
０
年
の
記
念
の
年
で
、
今
日
の

繁
栄
に
至
る
迄
を
館
長
さ
ん
の
熱
の
こ
も

っ
た
懇
切
丁
寧
な
解
説
に
よ
り
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
旭
川
の
歴
史
を
知
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
も
お
薦

め
の
場
所
で
す
。

見
学
の
後
の
お
楽
し
み
は
お
買
い
物
と

相
場
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
例
年
立
ち

寄
る
ウ
エ
ス
タ
ン
パ
ワ
ー
ズ
店
で
は
道
産

品
の
発
送
を
お
願
い
し
た
り
、
お
土
産
を

買
い
こ
ん
だ
り
、
ラ
ー
メ
ン
を
物
色
し
た

り
と
思
い
思
い
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夜
は
有
志
に
よ
る
懇
談
会
を
こ
じ
ん
ま

り
と
し
た
居
酒
屋
に
て
行
い
、
旧
交
を
温

め
語
り
合
い
ま
し
た
。

９
月
３
日
、
旭
川
会
幹
部
数
名
に
て
関

係
各
所
へ
表
敬
訪
間
を
行
い
ま
し
た
。
市

役
所
、
市
議
会
、
旭
川
商
工
会
議
所
、
旭

川
観
光
協
会
を
始
め
、
協
賛
企
業
、
ホ
テ

ル
ヘ
伺
い
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
意
見
交
換
を
行
い
、
次
年
度
に
向

け
て
の
更
な
る
ご
支
援

・
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
日
程
を
終
了
。

次
回
、
会
員
の
皆
様
が
よ
り
参
加
し
や

す
く
し
た
い
と
考
え
、
早
い
段
階
で
の
日

程
発
表

（現
在
平
成
２３
年
９
月
８
日
出
発

で
調
整
中
）
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
旭
川
市
開
村

１
２
０
年
記
念
事
業
の
行
事
が
目
自
押

し
の
時
期
に
、
我
々

一
行
の
た
め
、
様
々

ご
配
慮
下
さ
っ
た
関
係
各
所
、
皆
々
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

‡

　

い
い
　
‡

初
参
加
の
感
想
　
　
　
会
員
　
尾
崎
嘉
子

今
回
初
め
て

「郷
土
訪
間
の
旅
」
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
送
ら
れ
て
き
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
み
る
と
比
較
的
自
由
な

プ
ラ
ン
で
帰
郷
に
は
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

旭
川
空
港
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
ゆ
っ

た
り
と
大
型
バ
ス
で
の
移
動
で
、
懐
か
し

い
ゴ
ー
ド
ー
酒
精
近
く
の

「大
雪
の
蔵
」

で
、
美
し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
会
席
料

理
を
頂
き
ま
し
た
。

次
に
、
兵
村
記
念
館
に
到
着
。
旭
川
神

社
の
玉
砂
利
を
ザ
ク
ザ
ク
と
踏
み
し
め
な

が
ら
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
資
料
館
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
開
拓
の
歴
史

を
聞
き
な
が
ら
、
し
ば
し

「兵
村
百
二
十

年
の
歴
史
」
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

次
に
、
ウ

ェ
ス
タ
ン
パ
ワ
ー
ズ
で
は
、

北
海
道
物
産
を
見
て
歩
き
、
い
く
つ
か
お

土
産
を
買
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
と
観
光
後
は
、
旭
川
の

姉
に
会
い
、
今
度
は
東
京
旭
川
会
総
会
に

参
加
し
て
東
京
に
住
む
親
せ
き
に
会
う
の

も
い
い
ね
、
と
話
し
ま
し
た
。
楽
し
い
ひ

と
時
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２２
回

郷
土
訪
間
の
旅

旭
川
会
幹
事
　
山
原
正
博

第
２２
回
郷
土
訪
間
旅
行
は
平
成
２‐
年

９
月
３
日
に
出
発
し
ま
し
た
。
恒
例
の

市
長
を
囲
ん
で

―の
昼
食
会

‐‐
後
ヽ
旭

‐山

―‐動

鋤闘ド神榊沖嫌妨餞プ『躙肺・飢・観

一す‐‐―――‐ょ蠅駐雌鴫瞭卿鋪師臨臨一一脚肺鋼幣
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謂
け鯉
一ヽ軽
、
レ
漱錦

卸錆Ю「『村記念樹を巡
ってみたい

な隷蹴稀耀隅戦舞脳椒だ‐談絵押雌腱

帥麒購籍鰯鋤側鄭鏡判卿だ姉ｍ．鶴

椰醐嚇議硼一一微翌躙いいは橘軸

菱
暉
碑
が
所を始め菖

縣略鋤しへ録枷訪間を行いハ解散と
元
副
会
長

武
田
陽
子
さ
ん

逝
去
さ
れ
る

武
田
陽
子
さ
ん
は
東
京
旭
川
会
が
発
足
し
て
間
も

な
い
昭
和
五
六
年
か
ら
幹
事
、
平
成
十
一
年
か
ら
副

会
長
、
平
成
二
一
年
か
ら
顧
間
と
し
て
旭
川
会
の
発

展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
、
平
成
二
二
年
九
月
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

武
田
さ
ん
は
総
会
前
の
段
取
り
、
司
会
、
受
付
等

全
般
に
わ
た
っ
て
大
変
な
活
躍
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、

後
輩
に
は
良
き
先
輩
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
く
な
ど

旭
川
会
の
礎
を
築
か
れ
た
偉
大
な
方
で
し
た
。

司
会
も
抜
群
で
し
た
が
、
総
会
の
協
賛
品
を
提
供

い
た
だ
い
た
会
社
に
地
元
羽
田
の
焼
の
り
を
自
前
で

用
意
し
て
お
礼
と
し
て
お
配
り
す
る
な
ど
義
理
、
人

情
の
深
い
方
で
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
八
月
の
郷
土
訪
間
旅
行
は
ホ
テ
ル
に

到
着
早
々
、
武
田
さ
ん
の
特
訓
を
受
け
ロ
ー
タ
リ

ー
か
ら
駅
ま
で
旭
川
音
頭
の
踊
り
に
参
加
、
終
了
後
、

夏
と
は
思
え
な
い
寒
さ
の
中
で
ビ
ー
ル
を
ブ
ル
ブ
ル

震
え
な
が
ら
飲
ん
だ
こ
と
、
翌
年
の
帰
り
は
台
風
で

大
変
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
楽
し
い
思
い
出
と
共
に
武

田
さ
ん
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
東
京
湖
月
流
の
先
生
で
毎
年
、
椿
山
荘
で

茶
会
を
開
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
旭
川
会
の

総
会
に
は
着
物
姿
で
出
席
さ
れ
、
艶
や
か
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
は

も
う
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
。

大
き
な
功
績
と
お
人
柄
に
深
く
敬
意
を
表
し
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
追
悼
の
お
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

（武
田
さ
ん
と
親
し
か
っ
た
方
に
話
を
伺
っ
て
記
載

副
会
長
　
横
田
　
茂
）(中央が故・武田陽子さん)
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jll

の

あ

る

駅

　

旭

川

●

●

●

朝
日
新
聞

（
１０
月
２６
日
付
け
夕
刊
）
の

「窓
」
（論
説
委
員
室
か
ら
）
で
、
辻
篤
子

論
説
委
員
が

「川
の
あ
る
駅
」
と
い
う
素

敵
な
コ
ラ
ム
を
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
「北
海
道
の
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
が
新

し
く
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
を
ぐ
っ
と
１３
屑
持

ち
上
げ
て
高
架
に
し
、
さ
ら
に
南
側
に
７０

眉
動
か
し
た
。
駅
の
南
を
流
れ
る
忠
別
川

と

一
体
に
な
っ
た

《川
の
あ
る
駅
》
に
す

る
た
め
だ
」。

こ
れ
を
読
ん
だ
だ
け
で
、
私
た
ち
旭
川

に
生
ま
れ
育
っ
た
者
に
は
、
地
形
が
分
か

る
だ
け
に
心
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
実
に
楽

し
み
だ
。

今
年
の
秋
に
古
い
駅
舎
が
な
く
な
れ
ば
、

１
階
の
コ
ン
コ
ー
ス
部
分
は
ガ
ラ
ス
張
り

に
な
り
、
北
口
側
の
買
物
公
園
通
り
か
ら

も
河
岸
が
見
通
せ
る
と
い
う
。
広
大
な
駅

前
広
場
が
現
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
駅
の

す
ぐ
裏
の
緑
豊
か
な
忠
別
川
が
結
び
つ
く
。

こ
の
よ
う
な
駅
と
川
の
豊
か
な
自
然
と
が

調
和
し
た
駅
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
。
い

よ
い
よ
旭
川
駅
が

「緑
が
あ
ふ
れ
、
人
々

が
集
え
る
場
所
」
に
な
る
。
最
高
だ
。
駅

合
に
は
、
地
元
の
タ
モ
材
が
使
わ
れ
て
い

る
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
る
と
、
ま
る

で
ど
こ
か
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
向
か

っ
て
行
く
よ
う
な
感
覚
に
な
る
と
い
う
。

「駅
の
再
生
な
く
し
て
町
の
再
生
は
な

い
」
が
持
論
の
建
築
家
の
内
藤
廣
さ
ん

が
、
朽
年
が
か
り
で
旭
川
駅
に
取
り
組
ん

だ
。
駅
は
、
旅
し
て
き
た
人
が
町
と
出
会

い
、
住
む
人
が
帰
り
、
ま
た
別
れ
の
場
所

と
な
る
。
駅
は
、
記
憶
を
つ
む
ぎ
、
人
を

つ
な
ぐ
場
所
な
の
だ
と
い
う
。

記
事
で
は
、
「世
界
に
誇
れ
る
駅
」
が

町
を
ど
う
変
え
る
か
、
と
で
も
楽
し
み
だ
、

と
結
ん
で
い
る
。
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2010瀬 Vil薦開村電鸞筆

旭

川

市

開

村

１

２

０

年

●

●

●

昨
年
は
、
明
治
２３
年

（
１
８
９
０
年
）

の
９
月
２０
日
に
旭
川

・
神
居

ｏ
永
山
の
３

村
が
置
か
れ
て
か
ら
１
２
０
年
。
ま
た
、

旭
川
市
が
市
制
を
施
行
し
て
か
ら
８８
年
に

当
た
り
、
「米
寿
」
を
迎
え
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

開
村
１
２
０
年
を
記
念
し
て
、
昨
年

１０
月
９
日
か
ら
１１
日
の
３
日
間
、
市
内
の

中
心
市
街
地
に
、
旭
川
市
及
び
道
北
各
地

域
の
味
覚

・
農

ｏ
海
産
物
を

一
堂
に
集
め

た
巨
大
市
場
を
出
現
さ
せ
る
と
と
も
に
、

旭
川
市
と
様
々
な
交
流
が
あ
る
国
内
外
の

各
都
市

ｏ
各
地
域
も
参
加
し
て
、
各
地
の

味
覚
や
名
産
品
の
紹
介
、
豊
作
を
祝
う
地

域
芸
能
の
披
露
な
ど

「食
」
を
テ
ー
マ
と

し
た

一
大
イ
ベ
ン
ト

『北
の
恵
み
　
食
べ

マ
ル
シ
ェ
』
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

・ふるさと物産味覚市場

・味わいの広場

・スウィーツ 0芸術の広場

0世界「お米と食」の広場

・大鍋 0バーベキユーの広場

・食のライプステージ

・「北のお米料理」コンテス ト

期
間
中
３
日
間
の
人
出

は
予
想
を
は
る
か
に
上
回

る
７９
万
２
千
人
。
晴
れ
の

日
も
雨
の
日
も
、
身
動
き

が
取
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。
市
内
の
ホ

テ
ル
は
ほ
ぼ
満
室
で
、
経

済
効
果
も
３‐
億
円

（
市
の

計
算
発
表
）
と
の
こ
と
。

旭
川
市
で
は
、
こ
の
度

の
大
盛
況
を
受
け
て
、
来
年
以
降
も
規
模

を
縮
小
し
な
が
ら
継
続
開
催
の
方
向
で
検

討
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

市
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
選
定

さ
れ
、
旭
川
は
開
村
１
２
０
年
を
祝
う

イ
ベ
ン
ト
で
大
賑
わ
い
の

一
年
で
し
た
。

匠
医
□
回

「東
京
旭
川
会
」
は
昨
年
１１
月
よ
り
新
し

い
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
幹
事
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
と
共
に

ま
す
ま
す
い
い
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
重
要
な
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
に
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い

た
だ
き
や
す
く
す
る
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
早
め
に
決
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
本
年

の

「郷
土
訪
間
の
旅
」
は
、
９
月
８
日

（木
）

ス
タ
ー
ト
と
し
ま
す
。
「総
会
ｏ懇
親
会
」
は
、

お
勤
め
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
や
す

い
よ
う
に
と
、
土
曜
日
開
催
と
し
ま
す
。

１０

月
２２
日

（土
）
夕
刻
、
い
つ
も
の
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
東
京
で
決
定
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
詳
細
は
改
め
て
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
が
、
ご
予
定
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
（原
）

一
や

＊

本

「懇
談
会
」
は
、
２
時
間
半
び

っ
し
り
、

活
発
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
発
言

で
き
な
か

っ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
の

こ
と
、
大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
も

会
報
の
中
で
ギ

ュ
ウ
ギ

ュ
ウ
詰
め
に
な

っ

て
読
み
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
皆
さ
ん
の
発
言
を
入
れ
た
い
と
思

っ
た

結
果
で
す
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。
（朝
比
奈
）

旭|||の シンボルキャラクター
‖
あさつぴ―‖

です。
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＊
本
年
度
第
３５
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２２
日
（土
）
午
後
６
時
か
ら
で
す
。
ご
予
定
く
だ
さ
い
。
８
月
に
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
会
長
　
　
　
　
原
　
公
朗

■
副
会
長
　
　
　
横
田
　
茂

安
丼
　
規
雄

加
藤
　
桂
子

吉
田
　
義
勝

■
事
務
局
長
　
　
朝
比
奈
　
康
博

■
副
事
務
局
長
　
海
老
澤
　
美
智
子

山
原
　
正
博

三
井
　
尚
美

■
事
務
局
　
　
　
並
河
　
典
子

山
川
　
智

小
柳
　
弘
子

■
会
計
　
　
　
　
野
作
　
雅
章

′
　

　

　

（兼
）
海
老
澤
　
美
智
子

■
常
任
幹
事
　
　
河
原
　
惟
臣

高
橋
　
照
美

高
木
　
宏
明

■
幹
事
　
　
　
　
伊
塚
　
清

大
場
　
孝
仁

小
柳
　
武
二

佐
竹
　
秀
喜

長
谷
川
　
満

松
原
　
愛

宮
川
　
秀
史

茂
木
　
信
昭

森
山
　
広
子

山
崎
　
脩
五

和
田
　
睦
夫

■
監
事
　
　
　
　
植
木
　
宏
昌

高
橋
　
正
夫

■
顧
間
　
　
　
　
竹
原
　
茂
雄

■
相
談
役
　
　
　
大
野
　
武
夫

【ご
来
賓
】

◆
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭

…
新
谷

龍

一
郎

様

◆
旭
川
市
議
会
副
議
長

卓
也

様

…
佐
々
木

◆
旭
川
市
副
市
長

…
…

高
瀬

善
朗

様

◆
問
旭
川
観
光
協
会
会
長

…
…
山
崎

博
幸

様

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
長

政
勝

様

…
…
岡
田

◆
旭
川
市
経
済
観
光
部
長

謙
二
様

…
…
立
花

◆
田
旭
川
観
光
協
会
事
務
局
長

…
…
越
智
　
修

一
様

◆
旭
川
市
議
会
事
務
局
議
事
課
主
査

睦
元

様

…
…
酒
丼

◆
旭
川
市
経
済
観
光
部
観
光
課
主
査

淳
嗣

様

…

…
平
島

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課
主
査

…
…
松
本

裕
紀

様

◆
北
海
道
新
聞
東
京
支
社
長

…
…

高
橋
　
純
二
様

◆
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
副
会
長

…
…
…
森

隆
信

様

◆
北
海
道
国
際
航
空
閉
東
京
支
店
長

…
…
。末
富

義
仁

様

◆
男
山
閉
代
表
取
締
役
社
長

…
…
山
崎
　
血
（吉

様

◆
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
閉
営
業
推
進
部
長

…
…
手
島

孝
雄

様

【出
席
者
】
※
は
旭
川
観
光
大
使
の
方

朝
比
奈
　
康
博
※

阿
部
　
百
合
子

伊
塚
　
清

猪
瀬
　
英
雄
※

今
丼
　
昭
吉

岩
垂
　
由
紀
子

岩
渕
　
注月
司

植
木
　
宏
昌

上
田
　
結

一　
　
　
さ

内
澤
　
忠
義

浦
木
　
勲

海
老
澤
　
美
智
子

で
す
。
敬
称
略

窪
田
　
敬
昭

熊
野
　
勝
文

河
野
　
曲豆

小
本
田
　
寛
治

小
林
　
良
正

小
柳
　
武
二

近
藤
　
典
彦

近
野
　
光
佑

斉
藤
　
崇
文

斉
藤
　
千
鶴
子

坂
丼
　
弘
子

櫻
丼
　
悠

佐
竹
　
秀
喜

佐
藤
　
ま
ゆ
み

佐
藤
　
美
紀

島
田
　
一黒
明

清
水
　
曙
美
※

高
尾
　
榮
二

高
木
　
宏
明

高
橋
　
國
二

高
橋
　
照
美

高
橋
　
文
子

武
内
　
英
三
※

竹
原
　
茂
雄
※

丹
保
　
冬
司
夫

地
徳
　
卓

綱
島
　
正
寛

徳
田
　
光
雄

飛
澤
　
文

那
須
　
利
雄

並
河
　
典
子

西
岡
　
康
浩

西
谷
内
　
力
世
※

西
村
　
明

大
岡
　
ノ
リ
子

太
田
　
明

大
竹
　
龍
雄
※

大
西
　
幸
男
　
　
　
た

大
場
　
孝
仁

大
屋
　
道
夫

岡
崎
　
友
典
※

奥
山
　
コ
ー
シ
ン
※

奥
山
　
好
美

小
柳
　
弘
子

柏
木
　
明

片
桐
　
紀
恵

加
藤
　
桂
子

加
藤
　
文
哉

金
子
　
登

川
西
　
勲
　
　
　
　
な

河
原
　
惟
臣

木
奇
　
秀
夫

北
村
　
武
宏

工
藤
　
琢
哉

野
作
　
雅
章

長
谷
川
　
明
子

長
谷
川
　
満

畠
山
　
博
文

浜
崎
　
泰
子

原
　
公
朗

原
　
卓
徳

廣
野
　
三貝
之

福
田
　
一浮
一

船
山
　
一詈
美
子

堀
田
　
康
雄

堀
　
日
出
記

堀
内
　
敏

牧
田
　
紀
子

増
田
　
晴
紀

松
田
　
勇
三

松
原
　
愛
※

水
口
　
國
雄

三
井
　
尚
美

水
奈
月
　
順
子
※

宮
川
　
秀
史

村
上
　
和
雄

茂
木
　
信
昭

森
山
　
広
子

谷
内
　
日
出
夫

柳

ジ
ュ
ン
※

山
川
　
智

山
崎
　
摩
耶

山
原
　
正
博

横
田
　
茂

吉
崎
　
皿
釜

吉
田
　
義
勝
※

和
田
　
睦
夫

【ご
協
賛

。
ご
協
力
御
礼
】

旭
川
市
長

旭
川
市
議
会

旭
川
商
工
会
議
所

問
旭
川
観
光
協
会
　
　
　
，一

旭
川
市
総
合
政
策
部

旭
川
市
経
済
観
光
部

旭
川
市
農
政
部

旭
川
市
水
道
局

旭
川
空
港
ビ
ル
閉

北
海
道
国
際
航
空
閉

旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
旭
川

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
旭
川

オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
閉

男
山
閉

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
閉

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
閉

今
野
醸
造
閉

佐
賀
孝
郎
商
店

閉
大
心
堂
雷
お
こ
し

藤
原
製
麺
閉
東
京
支
店

閉
旭
川
振
興
公
社

閉
サ
サ
キ
エ
芸

閉
旭
ダ
ン
ケ

北
海
道
新
聞
東
京
支
社

毎
日
新
聞
社

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
エ
ン
シ
ー
東
京

新規会員を募集中!! お友達、お知り合いの方で「東京旭川会」に関心のある方がいらつしゃいましたら、事務局までご連絡ください。会報『ななかまど』と入会ご案内をお送りします。
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